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体的、精神的、社会的効用は研究され明らかになってきた。ユーモア、特に看護に必
要な「援助的ユーモア」を学生に教授し、理論と経験が結びついた時にはじめて、そ
の意味がわかり、今後も活用することができると考える。柏木も学校・医療・看護の
現場でユーモア教育はで、きないかと言っている。日1私は頭の柔らかい学生の時から学ぶ
必要があると考えている。
また今回はターミナルケアでの事例は3例ではあったが、 l例ごとに重要な示唆を与
えてくれている。 l例目では食べられないのではなく、美食家だから、体が受け付けな
いというリプレイミングが有効に使われている。ユーモアとは長谷川は枠組みを変え
ること(リアレイミング)だという。森下は「ズレ」という言い方をする。対人はあら
ゆることに先入観や偏見を持っている。ユーモア感覚とは、このような思い込みを破
壊する知性、弾力に富み自在な発想がで、きる能力だと織田は言っている。 v
学生の弾力のある発想によって、患者は笑顔になることができた。学生はあの時の
患者の笑顔は忘れられないと言っている。終末期という厳しい状視の中でも、少しの
発想の転換で笑顔は生まれるのである。これこそまさにアルフォンス・デーケンの言
う「ユーモアとはにもかかわらず笑うことF である。
事例 3についてはほんの些細ないたずら心が、結果として患者だけでなく、付き
添っていたご主人までも笑顔にした。妻の余命はあと l目、 2日と医師から言われてい
るご主人である。妻の反応ははっきりせず、何か話しかけたい思いはあってもどうし
たらいいのか途方に暮れていたのだと思う。そんなとき、もう何も分からないと思っ
ていた妻の思わぬ笑顔にご主人は安堵されたのである。これはデーケンの言う「ユー
モアとは愛と思いやりの現実的表現」咽であると考える。
事例 2は終末期の患者からのユーモアに学生が戸惑いを覚えたものである。しかし
終末期の看護場面におけるユーモアの重要性について検討した佐藤によれば、医療者
よりも患者からユーモアを発してくる場面は決してまれなことではないという。その
心理は様々であるようだが、この事例ではきっと緊張した学生の心を少しで和らげよ
うとした患者の思いやりではないかと考える。しかし、そのような心の余裕も、患者
自身の悩みや苦しみを克服しようする努力の表れであるとデーケンは言う。
また、柏木は患者が素晴らしいユーモアのセンスをもっているのに、それを医療者
側が受け取れない時があるというメ看護師の心に余裕がないことが大きな原因であろ
う。患者がユーモアボールを投げてきたら、せめて受けとめる余裕をもって欲しい。
そしてできれば、投げ返すユーモアセンスが看護師には必要だと考える。
「援助的ユーモア」と言いながら、この 3事例の結果から患者、家族の笑顔は私たち
看護師を癒してくれていることに改めて気づいた。
これはターミナルケアにかかわるスタップに限ったことではないが、医療職のスト
レスは決して小さくはない。特に昨今のように在院日数の短縮で患者の入退院が撤し
いと、患者の笑顔を見る間もなく退院をされていく。そんな中、せめてスタッフのス
トレスの軽減に「ユーモアのセンス」は役に立つという♂「患者・家族の笑顔の報告
会」や「最近面白かった職場の話を一つ」なども医療者パーンアウト防止になるので
はないかと考える。
まとめ
ユーモアの講義は頭の柔らかい学生の時からの受講が有効である。患者から発せら
れたユーモアを返すことで、患者・家族の不安、悲しみを和らげることができる。
またターミナルケアでのユーモアは患者だけでなく、患者の笑顔を見た家族をも安
心させる。そして、患者・家族の笑顔は看護師を癒す効果がある。
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